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INFOMATION

寄
附・寄
贈
者
芳
名 （
10
月
１
日
〜
１
月
31
日
）

本の紹介

【写真左から1人目】小日山  幸子  様
【写真右から2人目】
本会  常務理事  嘉陽  孝治
【写真右から1人目】
本会  事務局長  高良  正樹

▲小日山　幸子　様（10.22）

【写真左から2人目】沖縄県防犯協会連
合会  専務理事  伊波  行一　様
【写真左から1人目】
同会  総務課長  上間  孝　様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から1人目】
本会  常務理事  嘉陽  孝治

▲公益財団法人沖縄県防犯協会連合会
　（10.26）

【写真左から3人目】沖縄通信ネットワーク
株式会社 代表取締役社長  仲地  正和  様
【写真左から2人目】同社  総務部 総務グ
ループリーダー  安慶名　武夫　様
【写真左から1人目】同社  総務部  総務
グループ  糸満 順子  様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川  昌秀
【写真右から1人目】
本会  常務理事  嘉陽  孝治

▲沖縄通信ネットワーク株式会社様
　（10.26）

【写真左から2人目】富国生命相互会社
沖縄支社    支社長  朝倉  直也　様
【写真左から1人目】
同社  営業次長  上原　正美　様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川  昌秀
【写真右から1人目】
本会  常務理事  嘉陽  孝治

▲富国生命保険相互会社 沖縄支社様
　（11.9）

【写真左から2人目】合資会社沖縄実業
支配人  宮里  研作  様
【写真左から1人目】同社  経営企画室
センター室長   藤本  勲  様
【写真右から３番目】
県子ども生活福祉部長　名渡山  晶子  様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から1人目】
本会  常務理事  嘉陽  孝治

▲合資会社沖縄実業様（12.23）
【写真左から2人目】沖縄ガス株式会社
総務部長  野崎  洋一  様
【写真左から1人目】
同社  総務課主任  諸喜田  誠  様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から1人目】
本会  常務理事  嘉陽  孝治

▲沖縄ガス株式会社様（12.24）
【写真左から2人目】オリオンビール株式
会社  代表取締役社長兼執行役員社長
CEO  村野  一  様
【写真左から1人目】同社  人事総務本部
総務課長  嘉手苅  啓  様
【写真右から1人目】
沖縄県立石嶺児童園  園長／沖縄県児
童養護協議会  会長  上原  裕  様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川 昌秀

▲オリオンビール株式会社様（1.5）

【写真左から2人目】
Ladybird  メンバー  當眞  千紗  様
【写真左から1人目】
Ladybird  メンバー  徳元  京花  様
【写真右から2人目】
本会　常務理事　嘉陽　孝治
【写真右から1人目】
本会　専務局長　高良　正樹  

▲ladybird 沖縄キリスト教学院大学・
　学生ボランティア様（1.27）

【写真左から2人目】株式会社サンレー 
代表取締役社長  佐久間　康弘　様
【写真左から1人目】同社  取締役沖縄
本部長  小久保  達美  様
【写真右から1人目】
同社  管理部部長  横木  大輔  様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川 昌秀

▲株式会社サンレー様（11.30）

【写真左から3人目】沖縄県電気管工事
業協会 青年部会  部会長  新垣  昌彦 様
【写真左から2人目】
同会  副部会長  仲間  幹  様
【写真左から1人目】
同会  事務局  知念  徹  様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から1人目】
本会  常務理事  嘉陽  孝治

▲一般社団法人沖縄県電気管工事業
　協会青年部会様（11.24）

【写真左から2人目】糸嶺  篤秀  様
【写真左から1人目】糸嶺  正美  様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から1人目】
本会  常務理事  嘉陽  孝治

▲糸嶺　篤秀　様（12.7）【写真左から2人目】おきでんグループ
ボランティア互助会  理事長／沖縄電力
株式会社  総務部  部長  徳村  勇人  様
【写真左から1人目】
同会  事務局／同社 総務部労務給与グ
ループ  マネージャー  前田  洋子  様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から1人目】
本会  常務理事  嘉陽  孝治

▲おきでんグループボランティア
　互助会様（12.7）

※

本
会
へ
の
寄
附
に
つ
い
て

は
、
税
制
上
の
優
遇
措
置

が
受
け
ら
れ
ま
す
。詳
し

く
は
総
務
企
画
部
ま
で

 作品名 「霊峰冨士」

作成者 : 金城　幸子 さん

162022.1・3月 福祉情報おきなわ
………………………………………………

広報紙「福祉情報おきなわ」の作成経費の一部に共同募金配分金を充てております。

特別企画  沖縄県社会福祉協議会創立
70周年記念  第 64回沖縄県社会福祉大会
「特別記念座談会」（前編）（後編）を開催しました
会長挨拶～沖縄県社協71年目がスタート、
沖縄県共募50周年を迎えて
（祝 本土復帰50周年）
災害ボランティアセンター運営者研修を開催
しました、災害時における協力体制に関する
協定を締結
特集  かりゆし長寿大学校　オンライン特別
講義をスタート～高齢者を対象としたオンライン
講義開催に向けて～、令和3年度かりゆし長寿
大学校学生募集中止のお知らせ　等
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シリーズ記事ふくし＆○○～ふくし＆歴史～
「記念企画　沖縄県社協創立70年～県社協・広報
活動の歴史をたどる（後編）～」
あなたも民生委員・児童委員として地域で活動して
みませんか？、緊急小口資金等特例貸付の据置期間
延長について
福祉・介護職員の福利厚生はソウェルクラブにおま
かせください（ソウェルクラブのご案内）
沖縄県共同募金会へ寄せられたご寄付の団体紹介、
「令和3年度NHK 歳末たすけあい募金」30施設
団体へ配分、令和 5年度事業（一部令和4年度）に
要する「民間福祉資金要望調書」の受付について
図書の紹介、寄付者芳名、表紙の作者のご紹介　他

作品名：「霊峰冨士」（いきいき！かりゆし美術展【特別展】）
作成者：金城　幸子さん（南城市）
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こどもSDGｓ
★なぜＳＤＧｓが必要なのかがわかる本★

著　者：秋山 宏次郎
出版社：株式会社カンゼン

　ＳＤＧｓ（エスディジーズ）とは、国連が定めた 2030 年までに世界の
人々が達成しなければならない17の目標のことです。
　未来を担う子どもたちに対し、SDGｓと世界が直面する解決すべき問題
や私たちの生活との関連性などについてわかりやすく解説されています。
　この本を読まれて「自分ごと」として、SDGｓを考えてみませんか？
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FEEL Doの桒原英文代表

会
長
あ
い
さ
つ

〜
沖
縄
県
社
協
71
年
目
が
ス
タ
ー
ト
、

　沖
縄
県
共
募
創
立
50
周
年
を
迎
え
て︽
祝 

本
土
復
帰
50
周
年
︾〜

社
会
福
祉
法
人

　沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
法
人

　沖
縄
県
共
同
募
金
会

　会 

長

　湧

　川

　昌

　秀

　
新
た
な
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
御
挨
拶
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
沖
縄
県
社
協
）

の
前
身
で
あ
る「
沖
縄
群
島
社
会
福
祉
協
議
会（
以

下
群
島
社
協
）」が
１
９
５
１（
昭
和
26
）年
11
月
に

設
立
さ
れ
、70
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
今
年
71
年
目
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

は
、
多
く
の
福
祉
関
係
者
や
県
民
の
皆
様
の
御
協

力
・
御
支
援
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
群
島
社
協
が
設
立
さ
れ
た
当
時
の
沖
縄
は
、
戦

後
の
爪
痕
が
深
く
残
り
、
誰
も
が
貧
困
状
態
で
無

償
配
給
が
な
さ
れ
て
い
た
時
代
か
ら
、
賃
金
制
度

が
再
開
し
、
自
分
た
ち
の
手
で
生
活
を
つ
く
り
あ

げ
る
時
代
へ
と
移
り
変
わ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
他
の
都
道
府
県
が
県
域
の
社
協
を
組
織

化
す
る
流
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
米
国
統
治
下

と
い
う
特
殊
な
制
約
の
も
と
、
独
自
で
群
島
社
協

の
成
立
を
み
た
こ
と
は
、
当
時
の
関
係
者
の
方
々

の
御
尽
力
の
賜
物
だ
と
、
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、群
島
社
協
で
は
、設
立
の
翌
年
か
ら
共

同
募
金
運
動
に
取
り
組
み
、
本
土
復
帰
の
前
年
ま

で
続
け
ま
し
た
。１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
５
月
15

日
の
本
土
復
帰
に
伴
い
、「
社
会
福
祉
法
人
沖
縄
県

共
同
募
金
会
（
以
下
沖
縄
県
共
募
）」
と
し
て
新
た

に
再
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
法
人
設
立
50
周
年
を

迎
え
ま
す
。復
帰
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
共
同

募
金
の
趣
旨
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
全
国
や
県
内

市
町
村
の
関
係
者
と
の
連
携
の
下
、
住
民
参
加
の

助
け
合
い
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　「
本
土
復
帰
50
年
」
の
節
目
を
迎
え
る
沖
縄
で

は
、今
な
お
、制
度
の
狭
間
に
あ
る
福
祉
・
生
活
課

題
が
顕
在
化
し
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、今
般
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
も
相
ま
っ

て
、
生
活
困
窮
や
社
会
的
孤
立
と
い
っ
た
問
題
の

深
刻
化
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
私
達
福
祉
関
係
者
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
基
本
理
念「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い（Leave 

no one behind

）」を
心
掛
け
、
県
民
一
人
ひ
と

り
が
明
る
い
未
来
を
築
け
る
優
し
い
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
と
も
に
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
社
協
・
沖
縄
県
共
募
で
は
、関
係
機
関
・

団
体
の
皆
様
と
共
に
、
本
県
の
社
会
福
祉
課
題
の

解
決
に
向
け
て
尽
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
御
支
援
・
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
県
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
県
民
皆

様
の
御
健
勝
・
御
多
幸
を
祈
念
申
し
あ
げ
、
私
か

ら
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
令
和
４
年
１
月
吉
日

　県
社
協
で
は
、
11
月
22
日
に

市
町
村
社
協
職
員
や
、災
害
時

に
備
え
た
取
り
組
み
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
連
携
し
て
い
る
関

係
機
関
・
団
体
の
職
員
等
を
対

象
に
、「
令
和
3
年
度

　災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
者

研
修
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　今
回
の
研
修
会
は
、①
市
町

村
社
協
が
地
元
関
係
者
と
共
に

災
害
時
に
円
滑
に
協
働
し
た
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
以
下「
災
害
ボ
ラ
セ
ン
」）の
設

置
・
運
営
を
目
指
す
意
義
等
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、②
平
時
か
ら
地
元
関
係
者

と
連
携
し
た
災
害
対
策
を
含
め

た
社
協
活
動
や
地
域
福
祉
活
動

の
取
り
組
み
促
進
へ
繋
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト
・
オ
フ
ィ
ス 

F
E
E
L 

D
o
の
桒
原
英
文
代
表
よ
り
、

「
地
域
と
協
働
し
た
災
害
福
祉

支
援
体
制
の
構
築
を
目
指
し

て
」と「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
関
す
る
基
礎
知
識
等

に
つ
い
て
」と
題
し
て
、講
話
が

な
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
中
で
桒

原
代
表
か
ら
は
、こ
れ
ま
で
の

被
災
地
支
援
で
の
経
験
等
を
も

と
に
、社
協
が
災
害
福
祉
支
援

活
動
に
取
り
組
む
意
義
と
役
割

や
、災
害
福
祉
支
援
活
動
が
平

時
の
地
域
福
祉
活
動
の
延
長
線

上
に
あ
る
と
い
う
視
点
等
に
つ

い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

災
害
時
の
備
え
に
向
け
た
平
時

か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考

え
る
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、参
加

者
に
と
っ
て
は
具
体
的
に
今
後

の
活
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
　
　

　参
加
者
か
ら
は「
災
害
時
は

特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、普
段

の
支
援
の
延
長
線
上
に
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
あ
る

と
い
う
の
が
印
象
に
残
っ
た
」、

「
日
頃
か
ら
の
見
守
り
や
声
か

け
等
の
地
域
づ
く
り
を
通
し

て
、平
時
か
ら
住
民
に
寄
り
添

っ
た
活
動
を
大
事
に
し
た
い
と

思
っ
た
」等
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　近
年
、日
本
に
お
い
て
地
震

や
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
災
害
が

発
生
し
、被
災
地
の
生
活
復
旧

な
ど
を
目
的
と
し
た
災
害
ボ
ラ

セ
ン
の
役
割
が
日
増
し
に
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。本
県
に
お

い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
や
地
理
的

特
性
か
ら
、大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、県
外
か
ら
の
人

的
・
物
的
支
援
が
す
ぐ
に
は
届

か
な
い
等
の
状
況
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
社
協

等
が
災
害
ボ
ラ
セ
ン
を
含
め
た

災
害
時
支
援
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、地
元
関
係
者
と
協
働
し

た
災
害
ボ
ラ
セ
ン
を
設
置
・
運

営
す
る
必
要
が
あ
り
、平
時
よ

り
地
域
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
築
き
、災
害
時
福
祉
支

援
体
制
を
構
築
し
強
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　県
社
協
で
は
、引
き
続
き
災

害
ボ
ラ
セ
ン
運
営
者
の
養
成
を

は
じ
め
、市
町
村
社
協
や
関
係

機
関
と
連
携
し
、災
害
時
支
援

の
強
化
へ
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。　

　11
月
24
日
、県
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
て
、県
社
協
と
公
益

社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会（
以
下「
沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
」）は「
災

害
時
に
お
け
る
協
力
体
制
に
関

す
る
協
定
締
結
式
」に
て
、県
社

協
が
運
営
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
以
下「
災
害
ボ

ラ
セ
ン
」）支
援
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　協
定
に
は
、県
内
で
災
害
が

発
生
し
た
際
、県
社
協
か
ら
要

請
を
受
け
た
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
が
、災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
設

置
・
運
営
の
協
力
や
、人
的
・
物

的
支
援
、被
災
者
等
を
対
象
と

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

参
加
協
力
な
ど
を
行
う
こ
と
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、平
時
か
ら
被
災
者
支

援
に
関
す
る
研
修
、訓
練
等
に

相
互
に
参
画
す
る
よ
う
努
め
、

県
社
協
が
運
営
す
る「
災
害
時

に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
す
る
関
係

機
関
連
絡
会
」に
て
、連
携
し
た

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

　締
結
式
で
県
社
協
湧
川
昌
秀

会
長
は
、「
こ
の
度
の
協
定
締
結

を
契
機
に
、災
害
時
に
備
え
た

支
援
体
制
が
強
化
さ
れ
る
」と

期
待
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　ま
た
、沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
の
新
里
祐
樹
会
長
は
、「
県
内

の
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携

を
強
化
し
、災
害
時
に
我
々
の

強
み
を
活
か
し
た
被
災
者
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　そ
の
ほ
か
、来
賓
挨
拶
で
県

子
ど
も
生
活
福
祉
部
名
渡
山
晶

子
部
長（
代
読
：
座
安
治
生
活
企

画
統
括
監
）は
、「
県
社
協
と
沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
と
の
協
定

締
結
は
、本
県
の
災
害
時
の
支

援
体
制
の
充
実
・
強
化
が
図
ら

れ
、大
変
心
強
い
も
の
で
あ
る
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
者
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
者
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た

災
害
時
に
お
け
る
協
力

体
制
に
関
す
る
協
定
を

締
結

災
害
時
に
お
け
る
協
力

体
制
に
関
す
る
協
定
を

締
結
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会
長
あ
い
さ
つ

〜
沖
縄
県
社
協
71
年
目
が
ス
タ
ー
ト
、

　沖
縄
県
共
募
創
立
50
周
年
を
迎
え
て︽
祝 

本
土
復
帰
50
周
年
︾〜

社
会
福
祉
法
人

　沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
法
人

　沖
縄
県
共
同
募
金
会

　会 

長

　湧

　川

　昌

　秀

　
新
た
な
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
御
挨
拶
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
沖
縄
県
社
協
）

の
前
身
で
あ
る「
沖
縄
群
島
社
会
福
祉
協
議
会（
以

下
群
島
社
協
）」が
１
９
５
１（
昭
和
26
）年
11
月
に

設
立
さ
れ
、70
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
今
年
71
年
目
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

は
、
多
く
の
福
祉
関
係
者
や
県
民
の
皆
様
の
御
協

力
・
御
支
援
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
群
島
社
協
が
設
立
さ
れ
た
当
時
の
沖
縄
は
、
戦

後
の
爪
痕
が
深
く
残
り
、
誰
も
が
貧
困
状
態
で
無

償
配
給
が
な
さ
れ
て
い
た
時
代
か
ら
、
賃
金
制
度

が
再
開
し
、
自
分
た
ち
の
手
で
生
活
を
つ
く
り
あ

げ
る
時
代
へ
と
移
り
変
わ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
他
の
都
道
府
県
が
県
域
の
社
協
を
組
織

化
す
る
流
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
米
国
統
治
下

と
い
う
特
殊
な
制
約
の
も
と
、
独
自
で
群
島
社
協

の
成
立
を
み
た
こ
と
は
、
当
時
の
関
係
者
の
方
々

の
御
尽
力
の
賜
物
だ
と
、
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、群
島
社
協
で
は
、設
立
の
翌
年
か
ら
共

同
募
金
運
動
に
取
り
組
み
、
本
土
復
帰
の
前
年
ま

で
続
け
ま
し
た
。１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
５
月
15

日
の
本
土
復
帰
に
伴
い
、「
社
会
福
祉
法
人
沖
縄
県

共
同
募
金
会
（
以
下
沖
縄
県
共
募
）」
と
し
て
新
た

に
再
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
法
人
設
立
50
周
年
を

迎
え
ま
す
。復
帰
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
共
同

募
金
の
趣
旨
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
全
国
や
県
内

市
町
村
の
関
係
者
と
の
連
携
の
下
、
住
民
参
加
の

助
け
合
い
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　「
本
土
復
帰
50
年
」
の
節
目
を
迎
え
る
沖
縄
で

は
、今
な
お
、制
度
の
狭
間
に
あ
る
福
祉
・
生
活
課

題
が
顕
在
化
し
て
お
り
ま
す
。さ
ら
に
、今
般
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
も
相
ま
っ

て
、
生
活
困
窮
や
社
会
的
孤
立
と
い
っ
た
問
題
の

深
刻
化
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
私
達
福
祉
関
係
者
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
基
本
理
念「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い（Leave 

no one behind

）」を
心
掛
け
、
県
民
一
人
ひ
と

り
が
明
る
い
未
来
を
築
け
る
優
し
い
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
と
も
に
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
社
協
・
沖
縄
県
共
募
で
は
、関
係
機
関
・

団
体
の
皆
様
と
共
に
、
本
県
の
社
会
福
祉
課
題
の

解
決
に
向
け
て
尽
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
御
支
援
・
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
県
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
県
民
皆

様
の
御
健
勝
・
御
多
幸
を
祈
念
申
し
あ
げ
、
私
か

ら
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
令
和
４
年
１
月
吉
日

　県
社
協
で
は
、
11
月
22
日
に

市
町
村
社
協
職
員
や
、災
害
時

に
備
え
た
取
り
組
み
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
連
携
し
て
い
る
関

係
機
関
・
団
体
の
職
員
等
を
対

象
に
、「
令
和
3
年
度

　災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
者

研
修
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　今
回
の
研
修
会
は
、①
市
町

村
社
協
が
地
元
関
係
者
と
共
に

災
害
時
に
円
滑
に
協
働
し
た
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
以
下「
災
害
ボ
ラ
セ
ン
」）の
設

置
・
運
営
を
目
指
す
意
義
等
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、②
平
時
か
ら
地
元
関
係
者

と
連
携
し
た
災
害
対
策
を
含
め

た
社
協
活
動
や
地
域
福
祉
活
動

の
取
り
組
み
促
進
へ
繋
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト
・
オ
フ
ィ
ス 

F
E
E
L 

D
o
の
桒
原
英
文
代
表
よ
り
、

「
地
域
と
協
働
し
た
災
害
福
祉

支
援
体
制
の
構
築
を
目
指
し

て
」と「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
関
す
る
基
礎
知
識
等

に
つ
い
て
」と
題
し
て
、講
話
が

な
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
中
で
桒

原
代
表
か
ら
は
、こ
れ
ま
で
の

被
災
地
支
援
で
の
経
験
等
を
も

と
に
、社
協
が
災
害
福
祉
支
援

活
動
に
取
り
組
む
意
義
と
役
割

や
、災
害
福
祉
支
援
活
動
が
平

時
の
地
域
福
祉
活
動
の
延
長
線

上
に
あ
る
と
い
う
視
点
等
に
つ

い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

災
害
時
の
備
え
に
向
け
た
平
時

か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考

え
る
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、参
加

者
に
と
っ
て
は
具
体
的
に
今
後

の
活
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
　
　

　参
加
者
か
ら
は「
災
害
時
は

特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、普
段

の
支
援
の
延
長
線
上
に
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
あ
る

と
い
う
の
が
印
象
に
残
っ
た
」、

「
日
頃
か
ら
の
見
守
り
や
声
か

け
等
の
地
域
づ
く
り
を
通
し

て
、平
時
か
ら
住
民
に
寄
り
添

っ
た
活
動
を
大
事
に
し
た
い
と

思
っ
た
」等
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　近
年
、日
本
に
お
い
て
地
震

や
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
災
害
が

発
生
し
、被
災
地
の
生
活
復
旧

な
ど
を
目
的
と
し
た
災
害
ボ
ラ

セ
ン
の
役
割
が
日
増
し
に
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。本
県
に
お

い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
や
地
理
的

特
性
か
ら
、大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、県
外
か
ら
の
人

的
・
物
的
支
援
が
す
ぐ
に
は
届

か
な
い
等
の
状
況
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
社
協

等
が
災
害
ボ
ラ
セ
ン
を
含
め
た

災
害
時
支
援
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、地
元
関
係
者
と
協
働
し

た
災
害
ボ
ラ
セ
ン
を
設
置
・
運

営
す
る
必
要
が
あ
り
、平
時
よ

り
地
域
関
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者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
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ク
を
築
き
、災
害
時
福
祉
支

援
体
制
を
構
築
し
強
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　県
社
協
で
は
、引
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続
き
災
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ボ
ラ
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ン
運
営
者
の
養
成
を

は
じ
め
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村
社
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や
関
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機
関
と
連
携
し
、災
害
時
支
援
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強
化
へ
向
け
た
取
り
組
み
を

進
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て
い
き
ま
す
。　

　11
月
24
日
、県
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
て
、県
社
協
と
公
益

社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会（
以
下「
沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
」）は「
災

害
時
に
お
け
る
協
力
体
制
に
関

す
る
協
定
締
結
式
」に
て
、県
社

協
が
運
営
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
以
下「
災
害
ボ

ラ
セ
ン
」）支
援
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　協
定
に
は
、県
内
で
災
害
が

発
生
し
た
際
、県
社
協
か
ら
要

請
を
受
け
た
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
が
、災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
設

置
・
運
営
の
協
力
や
、人
的
・
物

的
支
援
、被
災
者
等
を
対
象
と

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

参
加
協
力
な
ど
を
行
う
こ
と
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、平
時
か
ら
被
災
者
支

援
に
関
す
る
研
修
、訓
練
等
に

相
互
に
参
画
す
る
よ
う
努
め
、

県
社
協
が
運
営
す
る「
災
害
時

に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
す
る
関
係

機
関
連
絡
会
」に
て
、連
携
し
た

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

　締
結
式
で
県
社
協
湧
川
昌
秀

会
長
は
、「
こ
の
度
の
協
定
締
結

を
契
機
に
、災
害
時
に
備
え
た

支
援
体
制
が
強
化
さ
れ
る
」と

期
待
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　ま
た
、沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
の
新
里
祐
樹
会
長
は
、「
県
内

の
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携

を
強
化
し
、災
害
時
に
我
々
の

強
み
を
活
か
し
た
被
災
者
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　そ
の
ほ
か
、来
賓
挨
拶
で
県

子
ど
も
生
活
福
祉
部
名
渡
山
晶

子
部
長（
代
読
：
座
安
治
生
活
企

画
統
括
監
）は
、「
県
社
協
と
沖

縄
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
と
の
協
定

締
結
は
、本
県
の
災
害
時
の
支

援
体
制
の
充
実
・
強
化
が
図
ら

れ
、大
変
心
強
い
も
の
で
あ
る
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
者
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
者
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た

災
害
時
に
お
け
る
協
力

体
制
に
関
す
る
協
定
を

締
結

災
害
時
に
お
け
る
協
力

体
制
に
関
す
る
協
定
を

締
結

62022.1.3月 福祉情報おきなわ
………………………………………………
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か
ら
高
齢
者
の
方
を
対
象
に『
シ

ニ
ア
向
け
に
ス
マ
ホ
教
室
』を
積

極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。主
に

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
端
末
を
中
心
に
、

高
齢
者
の
方
で
も
簡
単
に
楽
し

く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
え
る

よ
う
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
講
者
か
ら
は
、「
Q
R
コ
ー
ド

を
使
用
し
て
、動
画
サ
イ
ト
を
開

く
こ
と
が
で
き
る
等
、な
る
ほ
ど

と
思
い
、目
か
ら
う
ろ
こ
で
し

た
」「
高
齢
に
な
っ
て
こ
の
よ
う

な
講
義
を
設
け
て
い
た
だ
い
て

感
謝
し
た
い
で
す
」「
こ
れ
か
ら

も
有
意
義
な
講
義
の
機
会
を
設

け
て
下
さ
る
と
、私
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
と
思
い
ま
す
」と
い
う

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　講
師
の
房
前
三
男
氏
は
、日
頃

　「長
寿
の
秘
訣
は
、笑
い
に
あ

り
」で
は
、〝
笑
い
〞の
効
能
に
つ

い
て
、①
ス
ト
レ
ス
解
消
②
免
疫

力
が
高
ま
る
③
脳
の
働
き
が
活

性
化
し
認
知
症
予
防
に
な
る
④

痛
み
の
軽
減
⑤
血
行
促
進
と
心

臓
病
の
予
防
に
効
果
大
⑥
ア
レ

ル
ギ
ー（
ア
ト
ピ
ー
）を
改
善
さ

せ
る
⑦
リ
ウ
マ
チ・糖
尿
病
の
治

療
に
効
果
大
⑧
若
返
え
り（
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
）⑨
プ
ラ
ス
思
考

に
な
り
人
生
が
前
向
き
に
な
る

⑩
人
間
関
係
が
良
く
な
る
と
い

う
10
の
項
目
を
掲
げ
て
ご
教
示

い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、実
践

で
は
、①
手
拍
子
と
掛
け
声
②
深

呼
吸
③
子
ど
も
に
返
る
お
ま
じ

な
い
④
笑
い
の
体
操
の
4
つ
の

ス
テ
ッ
プ
で
笑
い
ヨ
ガ
を
行
い

ま
し
た
。

　受
講
者
か
ら
は
、「
若
い
時
に
比

べ
て
笑
う
事
が
少
な
く
な
っ
た

と
感
じ
ま
し
た
」「
改
め
て
、笑
い

の
効
能
を
認
識
し
ま
し
た
」「
作
り

笑
い
で
も
効
果
が
あ
る
こ
と
を

始
め
て
知
り
ま
し
た
」等
の
コ
メ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。受
講
者
は
、

元
気
い
っ
ぱ
い
笑
い
ヨ
ガ
を
実

践
し
て
、楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、講

義
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　「令
和
4
年
度
か
り
ゆ
し
長
寿

大
学
校
の
運
営
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
に

伴
う
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

貸
館
利
用
人
数
制
限
や
各
種
感

染
対
策
等
を
講
じ
る
た
め
、こ
れ

ま
で
の
定
員（
1
9
2
名
）か
ら

半
分
の
定
員（
96
名
）に
変
更
い

た
し
ま
し
た
。

　ま
た
、講
義
時
間
も
1
コ
マ
90

分
か
ら
60
分
へ
時
間
を
短
縮
し

変
更
い
た
し
ま
す
。（
特
別
公
開

講
座
を
除
く
）

　『コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
健
康

づ
く
り
』で
は
、階
段
の
上
り
下

り
や
歩
幅
を
大
き
く
広
げ
て
歩

く
こ
と
の
効
果
、椅
子
に
座
っ
た

ま
ま
足
や
腕
を
上
げ
る
等
家
の

中
や
買
い
物
途
中
で
で
き
る
簡

単
キ
ッ
チ
ン
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を

動
画
に
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　ま
た
、新
た
に「
フ
レ
イ
ル（
高

齢
に
よ
る
衰
弱
）」に
つ
い
て
ご

教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。フ
レ
イ

ル
予
防
に
は
、『
人
と
の
つ
な
が

り
』が
重
要
で
、「
文
化
活
動
」や

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・地
域
活
動
」に

参
加
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
て

い
ま
し
た
。

　後
半
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な

い
健
康
づ
く
り
と
し
て
、①
私
た

ち
の
心
と
体
は
食
べ
た
物
か
ら

作
ら
れ
る
②
食
は
喜
び・生
き
る

源
③
簡
単
な
調
理
を
続
け
ま
し

ょ
う
④
楽
し
み
な
が
ら
続
け
ま

し
ょ
う
と
食
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
、お
惣

菜
や
加
工
食
品
は
便
利
で
す
が
、

お
家
で
生
鮮
食
品
か
ら
食
事
を

作
る
こ
と
が
糖
分
・
塩
分
・
脂
質

の
摂
り
す
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
、自
分
で
調
理
す
る
こ
と
が
認

知
症
予
防
に
も
つ
な
が
る
と
話

し
が
あ
り
ま
し
た
。最
後
に
、『
簡

単
元
気
ご
飯
』、『
電
子
レ
ン
ジ
で

簡
単
に
作
れ
る
レ
シ
ピ
』を
動
画

に
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　「沖
縄
県
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学

校
」で
は
、今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
令
和
2
年
度
か
ら

2
年
間
大
学
校
の
全
て
の
講
義

や
行
事
等
の
中
止
が
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、令
和
4

年
度
は
上
記
の
入
学
予
定
者
を

優
先
入
学
と
す
る
特
例
措
置
を

講
じ
る
た
め
、新
た
な
学
生
募
集

は
行
わ
な
い
こ
と
と
い
た
し
ま

す
。何
卒
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　

　な
お
、令
和
5
年
度
の
学
生
募

集
に
つ
き
ま
し
て
は
、令
和
5
年

2
月
頃
に
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
紙
等
で
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

　本
会
が
運
営
す
る「
沖
縄
県
か

り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
」は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
2
年
連
続
の
休
校
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て

も
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
学
習

の
場
の
提
供
や
地
域
活
動
の
担

い
手
養
成
を
図
る
た
め
、今
年
度

は
動
画
配
信
を
用
い
て
、「
オ
ン

ラ
イ
ン
特
別
講
義
」を
開
催
し
ま

し
た
。

　初
め
に
、令
和
2
年
度
に
実
施

し
た「
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
卒

業
生（
29
期
生
）ア
ン
ケ
ー
ト
」を

も
と
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
特
別
講
義

の
テ
ー
マ
及
び
講
師
に
つ
い
て
、

検
討
し
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、第
1
回
テ
ー
マ

「
歴
史
＝
上
里
隆
史
氏
」、第
2
回

テ
ー
マ「
医
療
＝
嘉
数
与
利
子

氏
」、第
3
回
テ
ー
マ「
健
康
と
食

＝
宮
本
晋
一
氏・喜
屋
武
ゆ
り
か

氏
」、第
4
回
テ
ー
マ「
文
化
＝
當

眞
嗣
一
氏
」に
決
定
し
ま
し
た
。

　6
月
に
は
、か
り
ゆ
し
長
寿
大

学
校
入
学
予
定
者
を
対
象
に「
ネ

ッ
ト
環
境
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
機
器
の
所
有

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」を

実
施
し
ま
し
た
。調
査
の
結
果
、

学
生
の
う
ち
88
％
の
方
が
オ
ン

ラ
イ
ン
機
器
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
、オ

ン
ラ
イ
ン
機
器
を
持
っ
て
い
る

方
の
中
で
、機
器
の
操
作
に
不
安

な
方
に
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
特
別
講

義
を
開
始
す
る
前
に
、「
配
信
動

画
を
観
る
方
法
」を
学
ぶ
た
め
の

「
簡
易
ス
マ
ホ
教
室
」を
開
催
し

ま
し
た
。（
37
名
参
加
）

　ネ
ッ
ト
環
境
や
パ
ソ
コ
ン・ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
機
器
を
持

っ
て
い
な
い
方
に
は
、『
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
予

防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』を
遵
守
し
、

『
集
合
型
』で
の
講
義
を
開
催
し
、

受
講
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
ま

し
た
。（
12
名
参
加
）

　「ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
医
療
の

歴
史
」第
一
部
で
は
、琉
球
独
自

の
歴
史
の
流
れ
の
中
で
、尚
巴
志

王
を
中
心
と
し
た
琉
球
の
貿
易

や
琉
球
医
学
の
始
祖
な
ど
歴
史

上
の
人
物
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、現
在
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
関
連

し
て
、琉
球
王
国
時
代
に
海
外
と

の
交
流
が
盛
ん
な
頃
、外
国
か
ら

持
ち
込
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
の
流
行（
天
然
痘
等
）の
感
染

防
止
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
て
き
た
の
か
、事
例
を

通
し
て
詳
し
く
ご
教
示
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　集
合
型
講
義
に
参
加
し
た
受

講
者
か
ら
は
、「
画
面
が
大
き
く

見
や
す
く
て
よ
か
っ
た
」と
の
声

や「
高
齢
者
の
方
に
は
興
味
深
い

沖
縄
の
歴
史
を
も
っ
と
知
り
た

い
」と
い
う
声
が
あ
り
、集
中
し

て
視
聴
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

「
沖
縄
の
医
療
の
歴
史
の
講
義
を

初
め
て
受
け
て
先
人
た
ち
の
御

苦
労
、活
躍
に
頭
が
下
が
る
思
い

が
し
ま
し
た
」「
感
染
症
対
策
に

つ
い
て
琉
球
王
国
が
理
論
に
基

づ
き
、現
代
の
考
え
方
と
変
わ
ら

な
い
対
応
を
し
た
こ
と
に
感
銘

を
受
け
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

【
会
場
】県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　東
棟
５
階
教
室

【
内
容
】動
画
を
観
る
方
法

【
講
師
】房
前
三
男
氏（
那
覇
市

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
）

【
日
程
】10
月
12
日・14
日

簡
易
ス
マ
ホ
教
室

簡易スマホ教室の様子

か
り
ゆ
し
長
寿

大
学
校
オ
ン
ラ
イ
ン

特
別
講
義
を
ス
タ
ー
ト

か
り
ゆ
し
長
寿

大
学
校
オ
ン
ラ
イ
ン

特
別
講
義
を
ス
タ
ー
ト

か
り
ゆ
し
長
寿

大
学
校
オ
ン
ラ
イ
ン

特
別
講
義
を
ス
タ
ー
ト

か
り
ゆ
し
長
寿

大
学
校
オ
ン
ラ
イ
ン

特
別
講
義
を
ス
タ
ー
ト

特
集
特
集

【
講
義
テ
ー
マ
】「
長
寿
の
秘
訣
は
、

 

笑
い
に
あ
り
」

【
講
師
】嘉
数
世
利
子
氏（
グ
ル
ー

 

プ
ホ
ー
ム
ひ
め
ゆ
り
代
表
）

【
配
信
日
】11
月
23
日
〜
29
日

【
受
講
者
数
】74
名

【
講
義
テ
ー
マ
】「
琉
球
ウ
イ
ル
ス

 

感
染
症
と
医
療
の
歴
史
」

【
講
師
】上
里
隆
史
氏（
琉
球
歴
史

 

研
究
家
）

【
配
信
期
日
】10
月
19
日
〜
25
日

【
受
講
者
数
】78
名

第
１
回
オ
ン
ラ
イ
ン
特
別
講
義

【
講
義
テ
ー
マ
①
】コ
ロ
ナ
禍
に

 

負
け
な
い
健
康
づ
く
り

【
講
師
】宮
本
晋
一
氏（
沖
縄
大
学

 

教
授
）

【
講
義
テ
ー
マ
②
】コ
ロ
ナ
禍
で

 

の
お
う
ち
ご
は
ん

【
講
師
】喜
屋
武
ゆ
り
か
氏（
沖
縄

 

大
学
講
師
）

【
配
信
日
】12
月
21
日
〜
27
日

【
対
象
】か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校

 

入
学
予
定
者
で
オ
ン
ラ
イ
ン
特

 

別
講
義
を
受
講
希
望
者

※
北
部
3
村（
大
宜
味
村
・
国
頭

　村・東
村
）の
高
齢
者

第
３
回
オ
ン
ラ
イ
ン
特
別
講
義

【
講
義
テ
ー
マ
】沖
縄
の
世
界
文

 

化
遺
産
に
つ
い
て

【
講
師
】當
眞
嗣
一
氏（
グ
ス
ク
研

 

究
所
主
宰
）

【
配
信
日
】令
和
4
年
1
月
18
日

 

〜
24
日

【
対
象
】か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校

 

入
学
予
定
者
で
オ
ン
ラ
イ
ン
特

 

別
講
義
を
受
講
希
望
者

（
※
一
般
聴
講
生
）

第
４
回
オ
ン
ラ
イ
ン
特
別
講
義

【
お
知
ら
せ
】か
り
ゆ
し
長
寿

 

大
学
校
学
生
募
集
中
止
に

 

つ
い
て

第
２
回
オ
ン
ラ
イ
ン
特
別
講
義 第1回集合型オンライン特別講座の様子

う
え
ざ
と
た
か
し

か 

か
ず 

よ   

り  

こ

て
ん
ね
ん
と
う

ふ
さ
ま
え
み
つ
お

き
ゃ
ん

ふ
さ
ま
え
み
つ
お

第2回集合型オンライン特別講義の様子

　沖
縄
の
世
界
文
化
遺
産
に
つ

い
て
、沖
縄
県
の
世
界
遺
産
の
登

録
ま
で
の
経
緯
や
、5
つ
の
グ
ス

ク
と
4
つ
の
関
連
遺
産
群
が
あ

り
、そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ス
ク
の
14
世

紀
〜
18
世
紀
の
琉
球
の
歴
史
を

交
え
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。後
半
に
は
、9
つ
の
遺
産
が

選
定
さ
れ
た
理
由
や
登
録
基
準

の
内
容
に
つ
い
て
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
な
が
ら
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

第 4回オンライン特別講義収録の様子

第3回オンライン特別講義収録の様子

【
火
曜
日
コ
ー
ス
　48
名
】

 

地
域
文
化
学
科（
16
名
）

 

健
康
福
祉
学
科（
16
名
）

 

生
活
環
境
学
科（
16
名
）

【
木
曜
日
コ
ー
ス
　48
名
】

 

地
域
文
化
学
科（
16
名
）

 

健
康
福
祉
学
科（
16
名
）

 

生
活
環
境
学
科（
16
名
）

令
和
４
年
度 

か
り
ゆ
し

長
寿
大
学
校
定
員
及
び
講
義

時
間
の
変
更
に
つ
い
て

み
や
も
と
し
ん
い
ち

と
う
ま   

し 

い
ち
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………………………………………………
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………………………………………………



か
ら
高
齢
者
の
方
を
対
象
に『
シ

ニ
ア
向
け
に
ス
マ
ホ
教
室
』を
積

極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。主
に

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
端
末
を
中
心
に
、

高
齢
者
の
方
で
も
簡
単
に
楽
し

く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
え
る

よ
う
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
講
者
か
ら
は
、「
Q
R
コ
ー
ド

を
使
用
し
て
、動
画
サ
イ
ト
を
開

く
こ
と
が
で
き
る
等
、な
る
ほ
ど

と
思
い
、目
か
ら
う
ろ
こ
で
し

た
」「
高
齢
に
な
っ
て
こ
の
よ
う

な
講
義
を
設
け
て
い
た
だ
い
て

感
謝
し
た
い
で
す
」「
こ
れ
か
ら

も
有
意
義
な
講
義
の
機
会
を
設

け
て
下
さ
る
と
、私
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
と
思
い
ま
す
」と
い
う

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　講
師
の
房
前
三
男
氏
は
、日
頃

　「長
寿
の
秘
訣
は
、笑
い
に
あ

り
」で
は
、〝
笑
い
〞の
効
能
に
つ

い
て
、①
ス
ト
レ
ス
解
消
②
免
疫

力
が
高
ま
る
③
脳
の
働
き
が
活

性
化
し
認
知
症
予
防
に
な
る
④

痛
み
の
軽
減
⑤
血
行
促
進
と
心

臓
病
の
予
防
に
効
果
大
⑥
ア
レ

ル
ギ
ー（
ア
ト
ピ
ー
）を
改
善
さ

せ
る
⑦
リ
ウ
マ
チ・糖
尿
病
の
治

療
に
効
果
大
⑧
若
返
え
り（
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
）⑨
プ
ラ
ス
思
考

に
な
り
人
生
が
前
向
き
に
な
る

⑩
人
間
関
係
が
良
く
な
る
と
い

う
10
の
項
目
を
掲
げ
て
ご
教
示

い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、実
践

で
は
、①
手
拍
子
と
掛
け
声
②
深

呼
吸
③
子
ど
も
に
返
る
お
ま
じ

な
い
④
笑
い
の
体
操
の
4
つ
の

ス
テ
ッ
プ
で
笑
い
ヨ
ガ
を
行
い

ま
し
た
。

　受
講
者
か
ら
は
、「
若
い
時
に
比

べ
て
笑
う
事
が
少
な
く
な
っ
た

と
感
じ
ま
し
た
」「
改
め
て
、笑
い

の
効
能
を
認
識
し
ま
し
た
」「
作
り

笑
い
で
も
効
果
が
あ
る
こ
と
を

始
め
て
知
り
ま
し
た
」等
の
コ
メ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。受
講
者
は
、

元
気
い
っ
ぱ
い
笑
い
ヨ
ガ
を
実

践
し
て
、楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、講

義
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　「令
和
4
年
度
か
り
ゆ
し
長
寿

大
学
校
の
運
営
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
に

伴
う
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

貸
館
利
用
人
数
制
限
や
各
種
感

染
対
策
等
を
講
じ
る
た
め
、こ
れ

ま
で
の
定
員（
1
9
2
名
）か
ら

半
分
の
定
員（
96
名
）に
変
更
い

た
し
ま
し
た
。

　ま
た
、講
義
時
間
も
1
コ
マ
90

分
か
ら
60
分
へ
時
間
を
短
縮
し

変
更
い
た
し
ま
す
。（
特
別
公
開

講
座
を
除
く
）

　『コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
健
康

づ
く
り
』で
は
、階
段
の
上
り
下

り
や
歩
幅
を
大
き
く
広
げ
て
歩

く
こ
と
の
効
果
、椅
子
に
座
っ
た

ま
ま
足
や
腕
を
上
げ
る
等
家
の

中
や
買
い
物
途
中
で
で
き
る
簡

単
キ
ッ
チ
ン
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を

動
画
に
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　ま
た
、新
た
に「
フ
レ
イ
ル（
高

齢
に
よ
る
衰
弱
）」に
つ
い
て
ご

教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。フ
レ
イ

ル
予
防
に
は
、『
人
と
の
つ
な
が

り
』が
重
要
で
、「
文
化
活
動
」や

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・地
域
活
動
」に

参
加
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
て

い
ま
し
た
。

　後
半
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な

い
健
康
づ
く
り
と
し
て
、①
私
た

ち
の
心
と
体
は
食
べ
た
物
か
ら

作
ら
れ
る
②
食
は
喜
び・生
き
る

源
③
簡
単
な
調
理
を
続
け
ま
し

ょ
う
④
楽
し
み
な
が
ら
続
け
ま

し
ょ
う
と
食
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
、お
惣

菜
や
加
工
食
品
は
便
利
で
す
が
、

お
家
で
生
鮮
食
品
か
ら
食
事
を

作
る
こ
と
が
糖
分
・
塩
分
・
脂
質

の
摂
り
す
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
、自
分
で
調
理
す
る
こ
と
が
認

知
症
予
防
に
も
つ
な
が
る
と
話

し
が
あ
り
ま
し
た
。最
後
に
、『
簡

単
元
気
ご
飯
』、『
電
子
レ
ン
ジ
で

簡
単
に
作
れ
る
レ
シ
ピ
』を
動
画

に
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　「沖
縄
県
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学

校
」で
は
、今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
令
和
2
年
度
か
ら

2
年
間
大
学
校
の
全
て
の
講
義

や
行
事
等
の
中
止
が
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、令
和
4

年
度
は
上
記
の
入
学
予
定
者
を

優
先
入
学
と
す
る
特
例
措
置
を

講
じ
る
た
め
、新
た
な
学
生
募
集

は
行
わ
な
い
こ
と
と
い
た
し
ま

す
。何
卒
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　

　な
お
、令
和
5
年
度
の
学
生
募

集
に
つ
き
ま
し
て
は
、令
和
5
年

2
月
頃
に
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
紙
等
で
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

　本
会
が
運
営
す
る「
沖
縄
県
か

り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
」は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
2
年
連
続
の
休
校
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て

も
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
学
習

の
場
の
提
供
や
地
域
活
動
の
担

い
手
養
成
を
図
る
た
め
、今
年
度

は
動
画
配
信
を
用
い
て
、「
オ
ン

ラ
イ
ン
特
別
講
義
」を
開
催
し
ま

し
た
。

　初
め
に
、令
和
2
年
度
に
実
施

し
た「
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
卒

業
生（
29
期
生
）ア
ン
ケ
ー
ト
」を

も
と
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
特
別
講
義

の
テ
ー
マ
及
び
講
師
に
つ
い
て
、

検
討
し
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、第
1
回
テ
ー
マ

「
歴
史
＝
上
里
隆
史
氏
」、第
2
回

テ
ー
マ「
医
療
＝
嘉
数
与
利
子

氏
」、第
3
回
テ
ー
マ「
健
康
と
食

＝
宮
本
晋
一
氏・喜
屋
武
ゆ
り
か

氏
」、第
4
回
テ
ー
マ「
文
化
＝
當

眞
嗣
一
氏
」に
決
定
し
ま
し
た
。

　6
月
に
は
、か
り
ゆ
し
長
寿
大

学
校
入
学
予
定
者
を
対
象
に「
ネ

ッ
ト
環
境
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
機
器
の
所
有

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」を

実
施
し
ま
し
た
。調
査
の
結
果
、

学
生
の
う
ち
88
％
の
方
が
オ
ン

ラ
イ
ン
機
器
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
、オ

ン
ラ
イ
ン
機
器
を
持
っ
て
い
る

方
の
中
で
、機
器
の
操
作
に
不
安

な
方
に
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
特
別
講

義
を
開
始
す
る
前
に
、「
配
信
動

画
を
観
る
方
法
」を
学
ぶ
た
め
の

「
簡
易
ス
マ
ホ
教
室
」を
開
催
し

ま
し
た
。（
37
名
参
加
）

　ネ
ッ
ト
環
境
や
パ
ソ
コ
ン・ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
機
器
を
持

っ
て
い
な
い
方
に
は
、『
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
予

防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』を
遵
守
し
、

『
集
合
型
』で
の
講
義
を
開
催
し
、

受
講
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
ま

し
た
。（
12
名
参
加
）

　「ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
医
療
の

歴
史
」第
一
部
で
は
、琉
球
独
自

の
歴
史
の
流
れ
の
中
で
、尚
巴
志

王
を
中
心
と
し
た
琉
球
の
貿
易

や
琉
球
医
学
の
始
祖
な
ど
歴
史

上
の
人
物
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、現
在
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
関
連

し
て
、琉
球
王
国
時
代
に
海
外
と

の
交
流
が
盛
ん
な
頃
、外
国
か
ら

持
ち
込
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
の
流
行（
天
然
痘
等
）の
感
染

防
止
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
て
き
た
の
か
、事
例
を

通
し
て
詳
し
く
ご
教
示
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　集
合
型
講
義
に
参
加
し
た
受

講
者
か
ら
は
、「
画
面
が
大
き
く

見
や
す
く
て
よ
か
っ
た
」と
の
声

や「
高
齢
者
の
方
に
は
興
味
深
い

沖
縄
の
歴
史
を
も
っ
と
知
り
た

い
」と
い
う
声
が
あ
り
、集
中
し

て
視
聴
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

「
沖
縄
の
医
療
の
歴
史
の
講
義
を

初
め
て
受
け
て
先
人
た
ち
の
御

苦
労
、活
躍
に
頭
が
下
が
る
思
い

が
し
ま
し
た
」「
感
染
症
対
策
に

つ
い
て
琉
球
王
国
が
理
論
に
基

づ
き
、現
代
の
考
え
方
と
変
わ
ら

な
い
対
応
を
し
た
こ
と
に
感
銘

を
受
け
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

【
会
場
】県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　東
棟
５
階
教
室

【
内
容
】動
画
を
観
る
方
法

【
講
師
】房
前
三
男
氏（
那
覇
市

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
）

【
日
程
】10
月
12
日・14
日

簡
易
ス
マ
ホ
教
室

簡易スマホ教室の様子

か
り
ゆ
し
長
寿

大
学
校
オ
ン
ラ
イ
ン

特
別
講
義
を
ス
タ
ー
ト

か
り
ゆ
し
長
寿

大
学
校
オ
ン
ラ
イ
ン

特
別
講
義
を
ス
タ
ー
ト

か
り
ゆ
し
長
寿

大
学
校
オ
ン
ラ
イ
ン

特
別
講
義
を
ス
タ
ー
ト

か
り
ゆ
し
長
寿

大
学
校
オ
ン
ラ
イ
ン

特
別
講
義
を
ス
タ
ー
ト

特
集
特
集

【
講
義
テ
ー
マ
】「
長
寿
の
秘
訣
は
、

 

笑
い
に
あ
り
」

【
講
師
】嘉
数
世
利
子
氏（
グ
ル
ー

 

プ
ホ
ー
ム
ひ
め
ゆ
り
代
表
）

【
配
信
日
】11
月
23
日
〜
29
日

【
受
講
者
数
】74
名

【
講
義
テ
ー
マ
】「
琉
球
ウ
イ
ル
ス

 

感
染
症
と
医
療
の
歴
史
」

【
講
師
】上
里
隆
史
氏（
琉
球
歴
史

 

研
究
家
）

【
配
信
期
日
】10
月
19
日
〜
25
日

【
受
講
者
数
】78
名

第
１
回
オ
ン
ラ
イ
ン
特
別
講
義

【
講
義
テ
ー
マ
①
】コ
ロ
ナ
禍
に

 

負
け
な
い
健
康
づ
く
り

【
講
師
】宮
本
晋
一
氏（
沖
縄
大
学

 

教
授
）

【
講
義
テ
ー
マ
②
】コ
ロ
ナ
禍
で

 

の
お
う
ち
ご
は
ん

【
講
師
】喜
屋
武
ゆ
り
か
氏（
沖
縄

 

大
学
講
師
）

【
配
信
日
】12
月
21
日
〜
27
日

【
対
象
】か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校

 

入
学
予
定
者
で
オ
ン
ラ
イ
ン
特

 

別
講
義
を
受
講
希
望
者

※
北
部
3
村（
大
宜
味
村
・
国
頭

　村・東
村
）の
高
齢
者

第
３
回
オ
ン
ラ
イ
ン
特
別
講
義

【
講
義
テ
ー
マ
】沖
縄
の
世
界
文

 

化
遺
産
に
つ
い
て

【
講
師
】當
眞
嗣
一
氏（
グ
ス
ク
研

 

究
所
主
宰
）

【
配
信
日
】令
和
4
年
1
月
18
日

 

〜
24
日

【
対
象
】か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校

 

入
学
予
定
者
で
オ
ン
ラ
イ
ン
特

 

別
講
義
を
受
講
希
望
者

（
※
一
般
聴
講
生
）

第
４
回
オ
ン
ラ
イ
ン
特
別
講
義

【
お
知
ら
せ
】か
り
ゆ
し
長
寿

 

大
学
校
学
生
募
集
中
止
に

 

つ
い
て

第
２
回
オ
ン
ラ
イ
ン
特
別
講
義 第1回集合型オンライン特別講座の様子

う
え
ざ
と
た
か
し

か 

か
ず 

よ   

り  

こ

て
ん
ね
ん
と
う

ふ
さ
ま
え
み
つ
お

き
ゃ
ん

ふ
さ
ま
え
み
つ
お

第2回集合型オンライン特別講義の様子

　沖
縄
の
世
界
文
化
遺
産
に
つ

い
て
、沖
縄
県
の
世
界
遺
産
の
登

録
ま
で
の
経
緯
や
、5
つ
の
グ
ス

ク
と
4
つ
の
関
連
遺
産
群
が
あ

り
、そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ス
ク
の
14
世

紀
〜
18
世
紀
の
琉
球
の
歴
史
を

交
え
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。後
半
に
は
、9
つ
の
遺
産
が

選
定
さ
れ
た
理
由
や
登
録
基
準

の
内
容
に
つ
い
て
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
な
が
ら
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

第 4回オンライン特別講義収録の様子

第3回オンライン特別講義収録の様子

【
火
曜
日
コ
ー
ス
　48
名
】

 

地
域
文
化
学
科（
16
名
）

 

健
康
福
祉
学
科（
16
名
）

 

生
活
環
境
学
科（
16
名
）

【
木
曜
日
コ
ー
ス
　48
名
】

 

地
域
文
化
学
科（
16
名
）

 

健
康
福
祉
学
科（
16
名
）

 

生
活
環
境
学
科（
16
名
）

令
和
４
年
度 

か
り
ゆ
し

長
寿
大
学
校
定
員
及
び
講
義

時
間
の
変
更
に
つ
い
て

み
や
も
と
し
ん
い
ち

と
う
ま   

し 

い
ち
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………………………………………………
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▲「活動最前線」のコーナー

▲写真上
　「目で見る沖縄の
　社会福祉」
写真下
県社協のこれまで
発行した記念誌等

▲

Ｑ  民生委員・児童委員になるにあたって、特別な資格や知識が必要ですか？
Ａ  特別な資格や知識は必要ありません。
　 民生委員・児童委員は、あくまでも地域住民の一員として、住民の「身近な相談相手」となります。困っている人
　 を行政や専門機関へつなぐ「つなぎ役」となります。また、民児協の会議や研修等を通して、必要な学習の機会が
　 確保されています。 
Ｑ  民生委員・児童委員は公務員と聞きましたが、給与は支給されるのですか？
Ａ  民生委員・児童委員は特別職の地方公務員ですが、あくまでボランティアであるため、給与は支給されません。
　 ただし、民生委員活動には交通費等がかかりますので、実費弁償として活動費が支給されます。

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
等
で
民
生

委
員
を
紹
介

〜
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
支
援

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜

ＡＣジャパン広告キャンペーンＵＲＬ
https://www.ad-c.or.jp/campaign/
　　　   support/support_07.html

あ
な
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　地
域
で
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　地
域
で
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

へ
の
ご
相
談
や
民
生
委

員
・
児
童
委
員
募
集
に

つ
い
て
は
、
お
住
ま
い
の

各
市
町
村
行
政
ま
た
は

各
市
町
村
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民生委員・児童委員Ｑ＆Ａ民生委員・児童委員Ｑ＆Ａ
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シリーズ記事

〜
県
社
協
・
広
報
活
動
の

　
　歴
史
を
た
ど
る
〜《
後
編
》

　
平
成
3
年
4
月
に
、現
在
の
新

聞
紙
型
と
な
る
県
社
協
広
報
紙

「
福
祉
情
報
お
き
な
わ
」が
誕
生

し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
年
4
回
発
刊
し
て

き
た「
季
刊
福
祉
お
き
な
わ

（
A
5
版
60
頁
）」で
は
行
え
な
か

っ
た
、タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信

の
た
め
、月
刊
情
報
紙
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
、市
町
村
社
協
や
福

祉
施
設・団
体
等
の
活
動
推
進
に

役
立
て
る
た
め
に
提
供
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
創
刊
さ
れ
た
当
初
は
、月
1

回
、情
報
量
に
応
じ
て
4
〜
10
頁

で
構
成
し（
第
1
号
は
12
頁
）、県

社
協・県
共
募
の
活
動
や
県
外
の

福
祉
情
報
、市
町
村
社
協
や
施

設・団
体
の
取
り
組
み
等
を
幅
広

く
伝
え
て
き
ま
し
た
。ま
た
、敬

老
の
日
・
老
人
福
祉
週
間
等
、福

祉
関
連
の
催
し
や
県
内
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
等
の
詳
細
を
伝
え
、県

民
の
福
祉
に
対
す
る
意
識
醸
成

を
図
り
ま
し
た
。

　
同
紙
で
は
、助
成
金
情
報
や
表

彰
募
集
等
を
扱
う「
よ
ろ
ず
案
内

板
」コ
ー
ナ
ー
や
、各
市
町
村
や

福
祉
施
設
で
展
開
さ
れ
て
い
る

先
駆
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
す

る「
活
動
前
線
」の
コ
ー
ナ
ー
等
、

様
々
な
企
画
が
設
け
ら
れ
、県
内

の
福
祉
活
動
の
活
性
化
を
促
し

ま
し
た
。

　
現
在
、全
国
民
生
委
員
児
童

委
員
連
合
会
で
は
、Ａ
Ｃ
ジ
ャ

パ
ン
の
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

よ
る
広
報
支
援
と
し
て
、民
生

委
員
を
紹
介
す
る
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

放
映
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
ま
ち
の「
身
近
な

相
談
相
手
」で
あ
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
。お
困
り
ご
と
や
心

配
ご
と
な
ど
、お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、あ
な
た
も「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
」と
し
て
地
域
で

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
前
号
、今
号
に
わ
た
り
紹
介
し

た
広
報
誌（
紙
）に
限
ら
ず
、県
社

協
で
は
、各
種
事
業
を
通
じ
て
、

多
く
の
調
査
研
究
の
報
告
書
や

事
例
集
、啓
発
に
関
す
る
資
料
等

を
作
成
し
て
き
ま
し
た
。現
在
で

は
発
行
し
て
い
な
い「
目
で
見
る

沖
縄
の
社
会
福
祉
」や
、周
年
記

念
誌
も
含
め
、数
多
く
の
発
行
物

を
世
に
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、平
成
9
年
6
月
に
立
ち

上
げ
た「
社
会
福
祉
情
報
シ
ス
テ

ム
研
究
委
員
会
」等
で
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
県
社
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
の
検
討
や

試
験
運
用
を
重
ね
、平
成
10
年
4

月
か
ら
は
本
格
的
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
始
動
さ
せ
、情
報
発
信
の

強
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。以

降
、適
宜
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
な
が

ら
、現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
県
民
の
福
祉
の
意
識
醸
成
は
、

社
協
の
使
命
で
あ
り
、継
続
し
た

啓
発
活
動
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、地
域
の
福
祉
課
題
や
実

態
を
如
実
に
伝
え
、改
善
に
向
け

た「
行
動
」を
促
し
て
い
く
こ
と
、

福
祉
の
考
え
方
を
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
広
報
活
動
に
は
大
切

で
、「
福
祉
文
化
」を
創
造
す
る
基

盤
に
な
る
活
動
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
近
年
、急
速
に
普
及
し
た

S
N
S
等
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発

信
も
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

　
あ
ら
た
め
て
、広
報
活
動
を
強

化
し
て
い
く
に
は
、ア
ン
テ
ナ
を

は
り
、時
に
現
場
に
足
を
運
び
、

丁
寧
に
課
題
や
現
状
を
捉
え
る

『
取
材
力
』、メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
持

た
せ
な
が
ら
リ
ア
ル
な
現
状
を

訴
え
て
い
く『
発
信
力
』等
、広
報

に
携
わ
る
職
員
の
資
質
が
問
わ

れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　
県
社
協
で
は
、県
民
が
福
祉
の

心
を
持
ち
、行
動
を
起
こ
し
て
い

く
原
動
力
と
な
る
よ
う
な
広
報

活
動
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
38
号（
平
成
6
年
8
月
）か

ら
は
、よ
り
見
や
す
く
、読
み
や

す
い
仕
様
に
す
る
た
め
B
5
版

か
ら
A
4
版
へ
、２
色
刷
り
か
ら

一
部
カ
ラ
ー
へ（
後
に
フ
ル
カ
ラ

ー
へ
）と
装
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

　
同
紙
の「
福
祉
の
話
題〈
街
か

ら
村
か
ら
〉」の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

福
祉
に
関
す
る
情
報
、話
題
、写

真
等
の
寄
稿
を
呼
び
か
け
、時
に

は
小
学
校
P
T
A
に
よ
る
手
話

の
親
子
教
室
の
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
る
等
、様
々
な
書
き
手
に

よ
っ
て
、幅
広
い
福
祉
活
動
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、現
在
、奇
数
月
を
発

行
月（
約
年
6
回
発
行
）と
す
る
、

12
頁
フ
ル
カ
ラ
ー
の
本
紙
へ
と

続
い
て
い
ま
す
。前
号
で
２
０
０

号
を
数
え
、1
回
に
つ
き
５
千
部

を
発
行
し
て
多
く
の
関
係
者
に

提
供
し
、社
会
福
祉
の
情
報
発
信

に
努
め
て
い
ま
す
。

昭
和
26
年
11
月
に
誕
生
し
た「
沖
縄
群
島
社
会
福
祉
協
議
会（
県

社
協
の
前
身
）」。創
立
70
周
年
を
記
念
し
て
、
前
号
か
ら
続
き
、

今
号
で
は
後
編
と
し
て
、『
福
祉
情
報
お
き
な
わ
』を
は
じ
め
、広

報
紙
を
中
心
に
県
社
協
・
広
報
活
動
の
歴
史
を
辿
り
ま
す
。

▲「福祉情報おきなわ」第 1号
　〔平成 3年 4月 25日発行〕

広
報
活
動
が
め
ざ
す
も
の

広
報
活
動
が
め
ざ
す
も
の

各
種
資
料
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
広
報
活
動

各
種
資
料
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
広
報
活
動

現
在
の
広
報
紙「
福
祉
情
報

お
き
な
わ
」の
誕
生

現
在
の
広
報
紙「
福
祉
情
報

お
き
な
わ
」の
誕
生

沖
縄
県
社
協
創
立
70
年

沖
縄
県
社
協
創
立
70
年

記
念
企
画

記
念
企
画

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

地
域
住
民
の「
身
近
な
相
談
相

手
」、そ
し
て
行
政
や
関
係
機

関
を
紹
介
す
る「
つ
な
ぎ
役
」

と
し
て
、「
安
心
し
て
住
み
続

け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社

会
づ
く
り
」に
向
け
た
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
な
る

に
は
？

●
概
ね
30
歳
以
上
75
歳
未
満

●
地
域
福
祉
活
動
に
賛
同
し
、

実
際
に
活
動
で
き
る
方

　
各
市
町
村
か
ら
県
知
事
に

推
薦
し
、最
終
的
に
厚
生
労
働

大
臣
が
決
定
し
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ

ま
す
。

（
任
期
は
３
年
で
、再
任
も
可

能
で
す
）

　
緊
急
小
口
資
金
等
の
特
例
貸

付
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
経

済
が
厳
し
い
状
況
等
を
踏
ま

え
、令
和
4
年
3
月
末
日
ま
で

「
据
置
期
間
」を
延
長
し
て
お
り

ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、厚
生
労
働
省
よ

り
令
和
4
年
度
か
ら
の
償
還
免

除
の
判
定
等
に
お
け
る
所
得
証

明
書
の
取
得
時
期
や
償
還
事
務

の
手
続
き
等
を
考
慮
し
、据
置

期
間
延
長
の
通
知
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

緊
急
小
口
資
金

　
令
和
4
年
12
月
末
日
迄

総
合
支
援
資
金（
初
回
）

　
令
和
4
年
12
月
末
日
迄

総
合
支
援
資
金（
延
長
）

　
令
和
5
年
12
月
末
日
迄

総
合
支
援
資
金（
再
貸
付
）

　
令
和
6
年
12
月
末
日
迄

※
既
に
償
還
期
間
を
開
始
し
て

い
る
場
合
は
据
置
期
間
延
長
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
今
回
の
延
長
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
３
月
末
日
ま
で
に
貸

付
決
定
し
た
場
合
が
対
象
で

す
。そ
れ
以
降
の
決
定
に
つ
い

て
は
措
置
期
間
が
変
更
と
な
り

ま
す
。

緊
急
小
口
資
金
等
特
例
貸
付

の
据
置
期
間
延
長
に
つ
い
て

緊
急
小
口
資
金
等
特
例
貸
付

の
据
置
期
間
延
長
に
つ
い
て



▲「活動最前線」のコーナー

▲写真上
　「目で見る沖縄の
　社会福祉」
写真下
県社協のこれまで
発行した記念誌等

▲
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・
児
童
委
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
　

民
生
委
員
・
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へ
の
ご
相
談
や
民
生
委

員
・
児
童
委
員
募
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に

つ
い
て
は
、
お
住
ま
い
の

各
市
町
村
行
政
ま
た
は

各
市
町
村
民
生
委
員
児

童
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員
協
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お
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・
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史
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。
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れ
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き
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の
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に
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。
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は
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で
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の
取
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を
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ま
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た
。ま
た
、敬

老
の
日
・
老
人
福
祉
週
間
等
、福

祉
関
連
の
催
し
や
県
内
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
等
の
詳
細
を
伝
え
、県

民
の
福
祉
に
対
す
る
意
識
醸
成

を
図
り
ま
し
た
。

　
同
紙
で
は
、助
成
金
情
報
や
表

彰
募
集
等
を
扱
う「
よ
ろ
ず
案
内

板
」コ
ー
ナ
ー
や
、各
市
町
村
や

福
祉
施
設
で
展
開
さ
れ
て
い
る

先
駆
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
す

る「
活
動
前
線
」の
コ
ー
ナ
ー
等
、

様
々
な
企
画
が
設
け
ら
れ
、県
内

の
福
祉
活
動
の
活
性
化
を
促
し

ま
し
た
。

　
現
在
、全
国
民
生
委
員
児
童

委
員
連
合
会
で
は
、Ａ
Ｃ
ジ
ャ

パ
ン
の
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

よ
る
広
報
支
援
と
し
て
、民
生

委
員
を
紹
介
す
る
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

放
映
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
ま
ち
の「
身
近
な

相
談
相
手
」で
あ
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
。お
困
り
ご
と
や
心

配
ご
と
な
ど
、お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、あ
な
た
も「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
」と
し
て
地
域
で

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
前
号
、今
号
に
わ
た
り
紹
介
し

た
広
報
誌（
紙
）に
限
ら
ず
、県
社

協
で
は
、各
種
事
業
を
通
じ
て
、

多
く
の
調
査
研
究
の
報
告
書
や

事
例
集
、啓
発
に
関
す
る
資
料
等

を
作
成
し
て
き
ま
し
た
。現
在
で

は
発
行
し
て
い
な
い「
目
で
見
る

沖
縄
の
社
会
福
祉
」や
、周
年
記

念
誌
も
含
め
、数
多
く
の
発
行
物

を
世
に
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、平
成
9
年
6
月
に
立
ち

上
げ
た「
社
会
福
祉
情
報
シ
ス
テ

ム
研
究
委
員
会
」等
で
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
県
社
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
の
検
討
や

試
験
運
用
を
重
ね
、平
成
10
年
4

月
か
ら
は
本
格
的
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
始
動
さ
せ
、情
報
発
信
の

強
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。以

降
、適
宜
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
な
が

ら
、現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
県
民
の
福
祉
の
意
識
醸
成
は
、

社
協
の
使
命
で
あ
り
、継
続
し
た

啓
発
活
動
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、地
域
の
福
祉
課
題
や
実

態
を
如
実
に
伝
え
、改
善
に
向
け

た「
行
動
」を
促
し
て
い
く
こ
と
、

福
祉
の
考
え
方
を
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
広
報
活
動
に
は
大
切

で
、「
福
祉
文
化
」を
創
造
す
る
基

盤
に
な
る
活
動
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
近
年
、急
速
に
普
及
し
た

S
N
S
等
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発

信
も
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

　
あ
ら
た
め
て
、広
報
活
動
を
強

化
し
て
い
く
に
は
、ア
ン
テ
ナ
を

は
り
、時
に
現
場
に
足
を
運
び
、

丁
寧
に
課
題
や
現
状
を
捉
え
る

『
取
材
力
』、メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
持

た
せ
な
が
ら
リ
ア
ル
な
現
状
を

訴
え
て
い
く『
発
信
力
』等
、広
報

に
携
わ
る
職
員
の
資
質
が
問
わ

れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　
県
社
協
で
は
、県
民
が
福
祉
の

心
を
持
ち
、行
動
を
起
こ
し
て
い

く
原
動
力
と
な
る
よ
う
な
広
報

活
動
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
第
38
号（
平
成
6
年
8
月
）か

ら
は
、よ
り
見
や
す
く
、読
み
や

す
い
仕
様
に
す
る
た
め
B
5
版

か
ら
A
4
版
へ
、２
色
刷
り
か
ら

一
部
カ
ラ
ー
へ（
後
に
フ
ル
カ
ラ

ー
へ
）と
装
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

　
同
紙
の「
福
祉
の
話
題〈
街
か

ら
村
か
ら
〉」の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

福
祉
に
関
す
る
情
報
、話
題
、写

真
等
の
寄
稿
を
呼
び
か
け
、時
に

は
小
学
校
P
T
A
に
よ
る
手
話

の
親
子
教
室
の
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
る
等
、様
々
な
書
き
手
に

よ
っ
て
、幅
広
い
福
祉
活
動
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、現
在
、奇
数
月
を
発

行
月（
約
年
6
回
発
行
）と
す
る
、

12
頁
フ
ル
カ
ラ
ー
の
本
紙
へ
と

続
い
て
い
ま
す
。前
号
で
２
０
０

号
を
数
え
、1
回
に
つ
き
５
千
部

を
発
行
し
て
多
く
の
関
係
者
に

提
供
し
、社
会
福
祉
の
情
報
発
信

に
努
め
て
い
ま
す
。

昭
和
26
年
11
月
に
誕
生
し
た「
沖
縄
群
島
社
会
福
祉
協
議
会（
県

社
協
の
前
身
）」。創
立
70
周
年
を
記
念
し
て
、
前
号
か
ら
続
き
、

今
号
で
は
後
編
と
し
て
、『
福
祉
情
報
お
き
な
わ
』を
は
じ
め
、広

報
紙
を
中
心
に
県
社
協
・
広
報
活
動
の
歴
史
を
辿
り
ま
す
。

▲「福祉情報おきなわ」第 1号
　〔平成 3年 4月 25日発行〕

広
報
活
動
が
め
ざ
す
も
の

広
報
活
動
が
め
ざ
す
も
の

各
種
資
料
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
広
報
活
動

各
種
資
料
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
広
報
活
動

現
在
の
広
報
紙「
福
祉
情
報

お
き
な
わ
」の
誕
生

現
在
の
広
報
紙「
福
祉
情
報

お
き
な
わ
」の
誕
生

沖
縄
県
社
協
創
立
70
年

沖
縄
県
社
協
創
立
70
年

記
念
企
画

記
念
企
画

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

地
域
住
民
の「
身
近
な
相
談
相

手
」、そ
し
て
行
政
や
関
係
機

関
を
紹
介
す
る「
つ
な
ぎ
役
」

と
し
て
、「
安
心
し
て
住
み
続

け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社

会
づ
く
り
」に
向
け
た
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
な
る

に
は
？

●
概
ね
30
歳
以
上
75
歳
未
満

●
地
域
福
祉
活
動
に
賛
同
し
、

実
際
に
活
動
で
き
る
方

　
各
市
町
村
か
ら
県
知
事
に

推
薦
し
、最
終
的
に
厚
生
労
働

大
臣
が
決
定
し
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ

ま
す
。

（
任
期
は
３
年
で
、再
任
も
可

能
で
す
）

　
緊
急
小
口
資
金
等
の
特
例
貸

付
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
経

済
が
厳
し
い
状
況
等
を
踏
ま

え
、令
和
4
年
3
月
末
日
ま
で

「
据
置
期
間
」を
延
長
し
て
お
り

ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、厚
生
労
働
省
よ

り
令
和
4
年
度
か
ら
の
償
還
免

除
の
判
定
等
に
お
け
る
所
得
証

明
書
の
取
得
時
期
や
償
還
事
務

の
手
続
き
等
を
考
慮
し
、据
置

期
間
延
長
の
通
知
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

緊
急
小
口
資
金

　
令
和
4
年
12
月
末
日
迄

総
合
支
援
資
金（
初
回
）

　
令
和
4
年
12
月
末
日
迄

総
合
支
援
資
金（
延
長
）

　
令
和
5
年
12
月
末
日
迄

総
合
支
援
資
金（
再
貸
付
）

　
令
和
6
年
12
月
末
日
迄

※
既
に
償
還
期
間
を
開
始
し
て

い
る
場
合
は
据
置
期
間
延
長
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
今
回
の
延
長
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
３
月
末
日
ま
で
に
貸

付
決
定
し
た
場
合
が
対
象
で

す
。そ
れ
以
降
の
決
定
に
つ
い

て
は
措
置
期
間
が
変
更
と
な
り

ま
す
。

緊
急
小
口
資
金
等
特
例
貸
付

の
据
置
期
間
延
長
に
つ
い
て

緊
急
小
口
資
金
等
特
例
貸
付

の
据
置
期
間
延
長
に
つ
い
て



▲沖縄県金融協会 様

赤い羽根共同募金

NHK歳末たすけあい募金

沖縄県共同募金会へ寄せられたご寄付の団体紹介
みなさんの心温まるご支援・ご協力、
誠にありがとうございます！

▲わらべ保育園 様

▲オキコ株式会社 様

▲具志堅グループ 琉鵬会 様
（歳末たすけあい募金含む）

▲株式会社 沖縄銀行 様
（歳末たすけあい募金含む）

▲一般社団法人 沖縄県洋菓子協会 様

▲沖縄明治乳業 株式会社 様

▲株式会社 琉球銀行 様
（歳末たすけあい募金含む）

▲一般社団法人 沖縄県歯科医師会 様

▲沖縄県ボウリング場協会 様

▲公益社団法人 久米国鼎会 様

▲沖縄製粉 株式会社 様 ▲沖縄銀行労働組合 様

株式会社丸大 様
セルラー電話株式会社 様

株式会社サンエー 様
一般社団法人 沖縄県医師会 様
公益社団法人 農林水産団体共済会 様
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【非営利団体等】
№ 市町村 団体名 事業名 　内定額（円）

1 読谷村 （一社）おきなわ子ども未来ネットワーク 若年妊産婦宿泊型居場所事業 200,000 

2 浦添市 （一社）ある 青少年のシェルター保護と退所後の生活つなぎ支援 200,000 

3 那覇市 共育ステーションつむぎ ベビーミルク支援プロジェクト 200,000 

4 那覇市 （特非）困窮者支援ネットワーク 生活困難な世帯に無料弁当配布事業 200,000 

5 宜野湾市 宜野湾子どもゲンキ食堂 無料弁当配布、毎朝無料朝食提供、各種イベント事業 200,000 

6 宜野湾市 にじいろのゾウ 弁当の無料配布 140,000 

7 宜野湾市 地域むすびくらぶ フードパントリーmam 200,000 

8 那覇市 ゆいまーるの会 ゆいまーる事業 200,000 

9 豊見城市 （特非）ゆい・ハート福祉会 生活支援活動 200,000 

10 沖縄市 みんなのあそびば Yume’s Smile Kitchen～みんなのあそびば～ 200,000 

11 那覇市 （一社）タコライスラバーズ みらいチケット普及事業 200,000 

12 那覇市 女性を元気にする会 食料支援で繋がろう！笑顔で一歩前進！！！ 200,000 

13 那覇市 沖縄県事業所協議会 障害者虐待防止、権利擁護研修 26,000 

【児童養護施設等】
№ 市町村 団体名 事業名 　内定額（円）

1 名護市 児童養護施設なごみ 里親・児童養護施設入居児童支度金 100,000 

2 沖縄市 児童養護施設美さと児童園 里親・児童養護施設入居児童支度金 250,000 

3 那覇市 児童養護施設沖縄県立石嶺児童園 里親・児童養護施設入居児童支度金 450,000 

4 与那原町 児童養護施設愛隣園 里親・児童養護施設入居児童支度金 50,000 

5 南城市 児童養護施設島添の丘 里親・児童養護施設入居児童支度金 100,000 

6 糸満市 児童養護施設青雲寮 里親・児童養護施設入居児童支度金 100,000 

7 宮古島市 児童養護施設漲水学園 里親・児童養護施設入居児童支度金 50,000 

8 石垣市 児童養護施設ならさ 里親・児童養護施設入居児童支度金 50,000 

9 那覇市 沖縄県里親会 里親・児童養護施設入居児童支度金 500,000 

【小規模離島社協】
№ 市町村 団体名 事業名 　内定額（円）

1 伊平屋村 伊平屋村社会福祉協議会 高齢者（33）、障害者（10）、低所得者（4）(一人5千円） 235,000 

2 渡嘉敷村 渡嘉敷村社会福祉協議会 高齢者（5）、障害者（3）、低所得者（1）(一人5千円） 45,000 

3 座間味村 座間味村社会福祉協議会 高齢者（16）、障害者（2）(一人5千円） 90,000 

4 粟国村 粟国村社会福祉協議会 高齢者（21）、障害者（5）(一人5千円） 130,000 

5 渡名喜村 渡名喜村社会福祉協議会 高齢者（40）、障害者（7）、児童（2）、低所得者（1）(一人5千円） 250,000 

6 南大東村 南大東村社会福祉協議会 高齢者（6）、障害者（1）、児童（1）、低所得者（6）(一人5千円） 60,000 

7 北大東村 北大東村社会福祉協議会 高齢者（4）、児童（5）、低所得者（1）(一人5千円） 50,000 

8 多良間村 多良間村社会福祉協議会 高齢者（22）、障害者（5）、児童（5）、低所得者（4）(一人5千円） 180,000 

　令和3年7月1日からの大雨により、熱海市他において甚大な被害があり、全国の
共同募金会で義援金募集を行いました。
　10月31日に受付終了し、県民の皆様から多くの義援金が寄せられました。ご協力
ありがとうございました。
　義援金については、静岡県市町を通じて被災者へ配分されました。
　　静岡県共同募金会受入金額  92,409,342円
　　うち、沖縄県共同募金会受入金額  244,161円

▲NHK歳末たすけあい内定通知書交付式の様子

(株)沖縄電力様
(株)沖縄メディコ様
親和トラストグループ様
沖縄ガス(株)様
琉球海運(株)様
沖縄明治乳業(株)様
味自満チェーン様

令
和
３
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
30
施
設・団
体
へ
配
分
し
ま
し
た

　
12
月
27
日
に
沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、歳
末
た
す
け
あ
い
内
定
通
知
書
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。昨
年
に

引
き
続
き
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
県
内
の
経
済
状
況
も
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、12
月
に
実
施
し
た
N
H
K
歳
末
た

す
け
あ
い
運
動
へ
、た
く
さ
ん
の
県
民
、企
業
団
体
か
ら
心
温
ま
る
ご
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
N
H
K
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金（
本
会
受
付
分
）に
い
た
だ
い
た
浄
財
は
、県
内
13
団
体
への
助
成
金
、児
童
養
護
施

設（
9
施
設
）の
就
学・就
職
に
必
要
な
支
度
金・県
内
離
島
町
村（
8
町
村
）の
支
援
を
必
要
と
す
る
困
窮
世
帯
へ
の

見
舞
金
と
し
て
合
計
5
0
5
万
6
千
円
を
配
分
し
ま
し
た
。ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令和3年7月大雨災害静岡義援金　
民
間
福
祉
資
金
の
効
率
的
活
用
を
図
る
た
め
、令
和
５
年
度（
一
部

令
和
４
年
度
）に
各
福
祉
団
体
が
計
画
し
て
い
る
事
業
に
係
る
、民
間
福

祉
資
金
要
望
調
書
を
沖
縄
県
共
同
募
金
会
が
窓
口
と
な
り
受
付
し
ま

す
。（
概
要
は
左
記
表
の
と
お
り
）

　
要
望
調
書
の
申
請
受
付
に
あ
た
っ
て
は
、３
月
下
旬
よ
り
沖
縄
県
共

同
募
金
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。（
提
出
期
限
は
令
和
４
年
４
月
30
日
予
定
）

令
和
５
年
度
事
業（ 

一 

部
令
和
４
年
度
）に
要
す
る

「
民
間
福
祉
資
金
要
望
調
書
」の
受
付
に
つ
い
て

令和５年度（一部令和４年度）民間福祉資金 募集要綱
資金種別

中央競馬
馬主社会
福祉財団

赤い羽根
共同募金
（一般）

沖縄県
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　社会福祉法人など特定の受配者（寄附を受ける法人）を指定した寄付にも、「一定の要件」をみたせば、
「税制上の優遇措置」を受けることができます。

① 受配者は、社会福祉事業または更生保護事業を行う法人であること
② 寄附金の使途は次のいずれかに該当すること
　  ・ 土地購入費、借地料
　  ・ 施設の新築・増築・改築・改修等工事費、土地造成等の土木工事費、設備・備品の整備
　  ・ 独立行政法人福祉医療機構又は金融機関からの借入金の償還
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　金算入限度額の枠とは別に控除されます。
※詳しくは、沖縄県共同募金会へお問合せください。

☎098-882-4353　
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【非営利団体等】
№ 市町村 団体名 事業名 　内定額（円）

1 読谷村 （一社）おきなわ子ども未来ネットワーク 若年妊産婦宿泊型居場所事業 200,000 

2 浦添市 （一社）ある 青少年のシェルター保護と退所後の生活つなぎ支援 200,000 

3 那覇市 共育ステーションつむぎ ベビーミルク支援プロジェクト 200,000 

4 那覇市 （特非）困窮者支援ネットワーク 生活困難な世帯に無料弁当配布事業 200,000 

5 宜野湾市 宜野湾子どもゲンキ食堂 無料弁当配布、毎朝無料朝食提供、各種イベント事業 200,000 

6 宜野湾市 にじいろのゾウ 弁当の無料配布 140,000 

7 宜野湾市 地域むすびくらぶ フードパントリーmam 200,000 

8 那覇市 ゆいまーるの会 ゆいまーる事業 200,000 

9 豊見城市 （特非）ゆい・ハート福祉会 生活支援活動 200,000 

10 沖縄市 みんなのあそびば Yume’s Smile Kitchen～みんなのあそびば～ 200,000 

11 那覇市 （一社）タコライスラバーズ みらいチケット普及事業 200,000 

12 那覇市 女性を元気にする会 食料支援で繋がろう！笑顔で一歩前進！！！ 200,000 

13 那覇市 沖縄県事業所協議会 障害者虐待防止、権利擁護研修 26,000 

【児童養護施設等】
№ 市町村 団体名 事業名 　内定額（円）

1 名護市 児童養護施設なごみ 里親・児童養護施設入居児童支度金 100,000 

2 沖縄市 児童養護施設美さと児童園 里親・児童養護施設入居児童支度金 250,000 

3 那覇市 児童養護施設沖縄県立石嶺児童園 里親・児童養護施設入居児童支度金 450,000 

4 与那原町 児童養護施設愛隣園 里親・児童養護施設入居児童支度金 50,000 

5 南城市 児童養護施設島添の丘 里親・児童養護施設入居児童支度金 100,000 

6 糸満市 児童養護施設青雲寮 里親・児童養護施設入居児童支度金 100,000 

7 宮古島市 児童養護施設漲水学園 里親・児童養護施設入居児童支度金 50,000 

8 石垣市 児童養護施設ならさ 里親・児童養護施設入居児童支度金 50,000 

9 那覇市 沖縄県里親会 里親・児童養護施設入居児童支度金 500,000 

【小規模離島社協】
№ 市町村 団体名 事業名 　内定額（円）

1 伊平屋村 伊平屋村社会福祉協議会 高齢者（33）、障害者（10）、低所得者（4）(一人5千円） 235,000 

2 渡嘉敷村 渡嘉敷村社会福祉協議会 高齢者（5）、障害者（3）、低所得者（1）(一人5千円） 45,000 

3 座間味村 座間味村社会福祉協議会 高齢者（16）、障害者（2）(一人5千円） 90,000 

4 粟国村 粟国村社会福祉協議会 高齢者（21）、障害者（5）(一人5千円） 130,000 

5 渡名喜村 渡名喜村社会福祉協議会 高齢者（40）、障害者（7）、児童（2）、低所得者（1）(一人5千円） 250,000 

6 南大東村 南大東村社会福祉協議会 高齢者（6）、障害者（1）、児童（1）、低所得者（6）(一人5千円） 60,000 

7 北大東村 北大東村社会福祉協議会 高齢者（4）、児童（5）、低所得者（1）(一人5千円） 50,000 

8 多良間村 多良間村社会福祉協議会 高齢者（22）、障害者（5）、児童（5）、低所得者（4）(一人5千円） 180,000 

　令和3年7月1日からの大雨により、熱海市他において甚大な被害があり、全国の
共同募金会で義援金募集を行いました。
　10月31日に受付終了し、県民の皆様から多くの義援金が寄せられました。ご協力
ありがとうございました。
　義援金については、静岡県市町を通じて被災者へ配分されました。
　　静岡県共同募金会受入金額  92,409,342円
　　うち、沖縄県共同募金会受入金額  244,161円

▲NHK歳末たすけあい内定通知書交付式の様子

(株)沖縄電力様
(株)沖縄メディコ様
親和トラストグループ様
沖縄ガス(株)様
琉球海運(株)様
沖縄明治乳業(株)様
味自満チェーン様
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　社会福祉法人など特定の受配者（寄附を受ける法人）を指定した寄付にも、「一定の要件」をみたせば、
「税制上の優遇措置」を受けることができます。

① 受配者は、社会福祉事業または更生保護事業を行う法人であること
② 寄附金の使途は次のいずれかに該当すること
　  ・ 土地購入費、借地料
　  ・ 施設の新築・増築・改築・改修等工事費、土地造成等の土木工事費、設備・備品の整備
　  ・ 独立行政法人福祉医療機構又は金融機関からの借入金の償還
③ 緊急に資金が必要であること
④ 共同募金会の審査において認められたものであること

りゅうちゃん
子どもの希望募金

「受配者指定寄附金制度」をご存知ですか

～沖縄県共同募金会からのご案内～
特定の社会福祉法人への寄附をお考えの皆様へ

社会福祉施設の建設、備品などの整備のための資金が必要な法人さまへ
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①個人の寄附の場合、所得税については所得控除ま
　たは税額控除、また個人住民税については税額控
　除の対象となります。（2千円を超える額）
②企業など法人の寄附の場合、法人の課税対象とな
　る所得から、その法人が支出した寄附金額の全額
　が、一般寄付金の損金算入限度額および特別損
　金算入限度額の枠とは別に控除されます。
※詳しくは、沖縄県共同募金会へお問合せください。
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沖 縄 県 社 会 福 祉 協 議 会
沖 縄 県 共 同 募 金 会
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INFOMATION

寄
附・寄
贈
者
芳
名 （
10
月
１
日
〜
１
月
31
日
）

本の紹介

【写真左から1人目】小日山  幸子  様
【写真右から2人目】
本会  常務理事  嘉陽  孝治
【写真右から1人目】
本会  事務局長  高良  正樹

▲小日山　幸子　様（10.22）

【写真左から2人目】沖縄県防犯協会連
合会  専務理事  伊波  行一　様
【写真左から1人目】
同会  総務課長  上間  孝　様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から1人目】
本会  常務理事  嘉陽  孝治

▲公益財団法人沖縄県防犯協会連合会
　（10.26）

【写真左から3人目】沖縄通信ネットワーク
株式会社 代表取締役社長  仲地  正和  様
【写真左から2人目】同社  総務部 総務グ
ループリーダー  安慶名　武夫　様
【写真左から1人目】同社  総務部  総務
グループ  糸満 順子  様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川  昌秀
【写真右から1人目】
本会  常務理事  嘉陽  孝治

▲沖縄通信ネットワーク株式会社様
　（10.26）

【写真左から2人目】富国生命相互会社
沖縄支社    支社長  朝倉  直也　様
【写真左から1人目】
同社  営業次長  上原　正美　様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川  昌秀
【写真右から1人目】
本会  常務理事  嘉陽  孝治

▲富国生命保険相互会社 沖縄支社様
　（11.9）

【写真左から2人目】合資会社沖縄実業
支配人  宮里  研作  様
【写真左から1人目】同社  経営企画室
センター室長   藤本  勲  様
【写真右から３番目】
県子ども生活福祉部長　名渡山  晶子  様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から1人目】
本会  常務理事  嘉陽  孝治

▲合資会社沖縄実業様（12.23）
【写真左から2人目】沖縄ガス株式会社
総務部長  野崎  洋一  様
【写真左から1人目】
同社  総務課主任  諸喜田  誠  様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から1人目】
本会  常務理事  嘉陽  孝治

▲沖縄ガス株式会社様（12.24）
【写真左から2人目】オリオンビール株式
会社  代表取締役社長兼執行役員社長
CEO  村野  一  様
【写真左から1人目】同社  人事総務本部
総務課長  嘉手苅  啓  様
【写真右から1人目】
沖縄県立石嶺児童園  園長／沖縄県児
童養護協議会  会長  上原  裕  様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川 昌秀

▲オリオンビール株式会社様（1.5）

【写真左から2人目】
Ladybird  メンバー  當眞  千紗  様
【写真左から1人目】
Ladybird  メンバー  徳元  京花  様
【写真右から2人目】
本会　常務理事　嘉陽　孝治
【写真右から1人目】
本会　専務局長　高良　正樹  

▲ladybird 沖縄キリスト教学院大学・
　学生ボランティア様（1.27）

【写真左から2人目】株式会社サンレー 
代表取締役社長  佐久間　康弘　様
【写真左から1人目】同社  取締役沖縄
本部長  小久保  達美  様
【写真右から1人目】
同社  管理部部長  横木  大輔  様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川 昌秀

▲株式会社サンレー様（11.30）

【写真左から3人目】沖縄県電気管工事
業協会 青年部会  部会長  新垣  昌彦 様
【写真左から2人目】
同会  副部会長  仲間  幹  様
【写真左から1人目】
同会  事務局  知念  徹  様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から1人目】
本会  常務理事  嘉陽  孝治

▲一般社団法人沖縄県電気管工事業
　協会青年部会様（11.24）

【写真左から2人目】糸嶺  篤秀  様
【写真左から1人目】糸嶺  正美  様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から1人目】
本会  常務理事  嘉陽  孝治

▲糸嶺　篤秀　様（12.7）【写真左から2人目】おきでんグループ
ボランティア互助会  理事長／沖縄電力
株式会社  総務部  部長  徳村  勇人  様
【写真左から1人目】
同会  事務局／同社 総務部労務給与グ
ループ  マネージャー  前田  洋子  様
【写真右から2人目】本会 会長 湧川 昌秀
【写真右から1人目】
本会  常務理事  嘉陽  孝治

▲おきでんグループボランティア
　互助会様（12.7）
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 作品名 「霊峰冨士」

作成者 : 金城　幸子 さん

162022.1・3月 福祉情報おきなわ
………………………………………………

広報紙「福祉情報おきなわ」の作成経費の一部に共同募金配分金を充てております。

特別企画  沖縄県社会福祉協議会創立
70周年記念  第 64回沖縄県社会福祉大会
「特別記念座談会」（前編）（後編）を開催しました
会長挨拶～沖縄県社協71年目がスタート、
沖縄県共募50周年を迎えて
（祝 本土復帰50周年）
災害ボランティアセンター運営者研修を開催
しました、災害時における協力体制に関する
協定を締結
特集  かりゆし長寿大学校　オンライン特別
講義をスタート～高齢者を対象としたオンライン
講義開催に向けて～、令和3年度かりゆし長寿
大学校学生募集中止のお知らせ　等
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シリーズ記事ふくし＆○○～ふくし＆歴史～
「記念企画　沖縄県社協創立70年～県社協・広報
活動の歴史をたどる（後編）～」
あなたも民生委員・児童委員として地域で活動して
みませんか？、緊急小口資金等特例貸付の据置期間
延長について
福祉・介護職員の福利厚生はソウェルクラブにおま
かせください（ソウェルクラブのご案内）
沖縄県共同募金会へ寄せられたご寄付の団体紹介、
「令和3年度NHK 歳末たすけあい募金」30施設
団体へ配分、令和 5年度事業（一部令和4年度）に
要する「民間福祉資金要望調書」の受付について
図書の紹介、寄付者芳名、表紙の作者のご紹介　他

作品名：「霊峰冨士」（いきいき！かりゆし美術展【特別展】）
作成者：金城　幸子さん（南城市）
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こどもSDGｓ
★なぜＳＤＧｓが必要なのかがわかる本★

著　者：秋山 宏次郎
出版社：株式会社カンゼン

　ＳＤＧｓ（エスディジーズ）とは、国連が定めた 2030 年までに世界の
人々が達成しなければならない17の目標のことです。
　未来を担う子どもたちに対し、SDGｓと世界が直面する解決すべき問題
や私たちの生活との関連性などについてわかりやすく解説されています。
　この本を読まれて「自分ごと」として、SDGｓを考えてみませんか？
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